
はTRC反応の阻害物質を含む、3）抗酸菌は非常に硬

い細胞壁を有するため核酸抽出が困難、などの問題点

が想定された。これらの問題点を克服するため、検体

中のTRC反応阻害物質の洗浄工程および酸化金属微粒







果である。どの区画でも検出時間がほぼ一定で、破砕

効率に差がないことがわかる。これらの結果から、発

振周波数が2周波交互で出力が100W以上の超音波洗浄

器を使用することにした。

2.6 核酸抽出物の安定性

一般の核酸抽出で使用される塩酸グアニジンやチオ

シアン酸グアニジンなどのタンパク質変性剤はRNase

によるRNA損失を防止する効果も併せ持つ。しかし、

これらのタンパク質変性剤を用いた場合、TRC反応阻

害防止のために洗浄の追加工程が必要となることか

ら、弊犴イ で虎使用しΙいない。

O 嘗 栗

物200Ŕöを弊犴イ で核酸抽出し、すの妾に

力 時間の偏 ァTRC結核弔躍の検出率♪検

した結果である。 からわかるよ駅に、核酸抽出弗

を R N a s _ 榛

時間の 価とＧもに検出率検 鰹すょô 栗 イ と 弔 躍 せ 笥 倍 は R N a s _ 榛振 器 を 社 数 ぉ時克



2.7 安全対策

（1）飛沫の発生




